
■ビジネスのメッセージ■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 148 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

148 目次 

1. ブログから：ビジネスのメッセージ 

2. 今週のお知らせ：今週も御宿へ 

3. まつむら塾のご案内 

4. 今週の予定 

5. アクセスポイント：問い合わせ先 

6. このメルマガについて 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magagine/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

1. ブログから：ビジネスのメッセージ 

 

昨日は、名栗の森の例会で真冬の森を点検した後、メンバーたちと一緒に飯能駅周辺で行われている「飯能ひな

飾り展」を見て回った。昨今、今の時期は全国各地で同様のひな飾り展が行われ、地域を巡るツアーやスタンプ

ラリーが開催されているが、ご多分に漏れず飯能でも同様の趣向で、スタンプカードを握りしめた家族連れがひ

な飾りなどに目もくれず町内を歩き回っていた。元蒲団屋さんの店舗を設計事務所に活用するメンバーの N 君

も、地元の旧家で要らなくなったひな飾りを引き取ってこのイベントに参加しているのだが、スタンプ目当ての

人たちとひな人形鑑賞をする人の入り口を分けて、対応しているという。さらに N 君によれば、このイベントの

本当の目的は、ひな人形を介した地域焦点と市民との交流だという。そんな彼の案内で老舗店舗を中心に飯能駅

周辺を散策した。 

 

このイベントは、今から 13 年前、飯能銀座通りにある老舗酒屋の奥さんの「蔵に眠っているひな飾りを、みん

なでお店に並べてみていただいたらどうかしら」という呼び掛けで始まった。「うちも、13 年前に誘われて蔵を

整理したら、こんなに古いお雛様がいくつも見つかったので、それから出すようになったのよ」と、訪ねる先々

の店主たちが口を揃える。中には、「あの時誘われなければ、きっと今頃全部捨ててしまっていただろう。おかげ

さまで、毎年飾りと片付けが大変だし、だんだん傷んでくるから大事にしなきゃね。」と愚痴る方もいらしたが、

そんな話をすること自体とても楽しそうに見えた。 

 

展示会場を訪ねるうち、まちの中で連携先や遊休施設を探す僕たちにとっては、このイベントは絶好の機会であ

ることが実感できた。何しろ、普段入りづらい老舗のお店に入ることができ、その上店主やご隠居さんと昔話を

楽しめる。話はどんどん脱線し、お店の歴史や家族の変遷へと広がっていく。繰り返しひな人形を見るうちに次

第に目が肥えてきて、人形談義にも磨きがかかる。このイベントの価値は、スタンプ集めでないのは言うまでも

ないが、実はひな飾りでさえそのきっかけにすぎないという N 君の主張には心から頷ける。だがそうなると、こ

のイベントの告知チラシやポスターに、そんな趣旨はみじんも書かれていないことに驚かされる。行政など、こ



のイベントに便乗する人たちにとっては、そんな交流はどうでもいいのか、単なる集客イベントに過ぎないのか。 

 

僕は、ビジネスには「顔を見せたくないビジネス」と、「顔を見せたいビジネス」があると思う。「顔を見せたく

ないビジネス」とは、互いの顔を見るよりも商品やサービスの価値を見てもらいたいビジネスのこと。その逆に、

自分ならではのサービスを提供したり、自分にふさわしいサービスを求めるのが、「顔を見せたいビジネス」だ。

情報革命と流通革命で一気に進むグローバル化は、地域も国籍も関係ない「顔を見せないビジネス」の拡大と浸

透を推し進め、これまで以上に便利で安価な世界一率の巨大なサービスを生みだしていくだろう。だが、その結

果生み出される余暇や余裕は、世界に一つしかない自分だけの満足の追及に向けられる。それはグローバルとは

対極にあるローカルな欲求であり、個人レベルの「顔と顔」の関係に行きつくに違いない。 

 

こうした「個別の関係」を育てるには、それらをつなぐ媒介(メディア)が必要だ。僕は今回のイベントに参加し

て、それが「蔵に眠っていたひな飾り」であることに気が付いた。ひな飾りが「可愛い娘の幸せを願って贈られ

る究極のプライベート」だからこそ、あえてそれらを公開することで、展示者同士の共感が見学者にも伝わって

くる。年に一度のイベントに、何人来場したかなどどうでもいい。主催者の思いを発信し、出展者同士の連携を

確認し、来場者との出会いが生まれることにより、地域の「顔が見える関係」が膨らむことこそが最大の成果だ

と思う。そのために必要なことは、思いを発信し、共感者を受け入れること。笑恵館が食堂やトイレを無料開放

しているのは、通行人の便宜を図っているのでなく、それ自体がメッセージなのだと、あらためて分かった気が

する。 

 

http://nanoni.co.jp/20180226/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のお知らせ：今週も御宿へ 

 

御宿駅前・グッドネイバーズは、まちの誰もが気軽に訪れて、夢を語ったり困りごとを相談したり地域の拠点で

す。2/27、28 の 2 日間、朝から晩まで皆さんのよろず相談を受け付けますので、是非ともお越しください。 

 

■スケジュール 

第１部 よろず夢相談【自分の答えの探し方】 

時 間：10～17 時 

参加費：無料 

  

第２部 起業セミナー【起業のまち･御宿】 

時 間：17～19 時 

参加費：1,000 円 

 

第３部 2/27 のみ懇親会【どうなることやら】 

時 間：19 時～？ 

参加費：？ 

  

予約不要・直接会場にお越しください！ 



会場：御宿グッドネイバーズ   (旧ワールドバーガーランド) 

https://www.all-nippon.org/onjuku/ 

主催：オールニッポンレノベーション 

 

講師：松村拓也 

・起業支援活動家 

・内閣府地域活性化伝道師 

・ANR パートナー 

メッセージ･･･私たちは社会の｢社員｣である前に、｢社長｣であることを忘れてはいけません。起業とは、自分の

夢を叶えるために自分が社長になることです。御宿を、そんなあなたを応援するまちにしたいと思います。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. まつむら塾のご案内 

■レギュラー講座 

1 名から参加できる、定例開催セミナー 

料金 1 コマ：3,000 円(一人当たり) 

人数 1 名より開催 

日時 毎週土曜日 ①10-11 時、②11-12 時、③15-16 時、④16-17 時、⑤19-20 時、⑥20-21 時 

会場 笑恵館 東京都世田谷区砧 6-27-19 

予約制：このメールに返信、またはタイムチケットで 

 https://www.timeticket.jp/items/39813 

 

■グループ講座 

松村がお好きな時間と場所にお邪魔する、グループで開催する、臨時セミナー 

料金 1 コマ：15,000 円+交通費(総額) 

人数 10 名まで 

日時 随時調整します。 

会場 笑恵館 もしくはご自分で会場をご用意ください。 

 

■オンライン講座 

遠隔地でも参加できる、web やメールのやり取りで学ぶ質疑応答形式 

料金 1,000 円／月（閲覧のみは無料です） 

日時 随時 

場所 自習室 http://nanoni.co.jp/juku/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

4. 今後の予定：今週・来週以降 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 



   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）2/26 〇作業日  

（火）2/27 〇作業日 御宿グッドネイバーズで面談可 

   10-17 時 ★相談会 17-19 時 ★セミナー 

（水）2/28 〇作業日 御宿グッドネイバーズで面談可 

   10-17 時 ★相談会 17-19 時 ★セミナー 

（木）3/01 ○作業日 終日笑恵館で面談可 

（金）3/02 ○作業日 午後から笑恵館で面談可 

   19-21 時 ★解決しゃべり会 

（土）3/03 ○作業日 夕方まで笑恵館で面談可 

   10-17 時 ★まつむら塾（笑恵館・予約制） 

（日）3/04 ○休業日 午後から新宿で面談可 

 

 

■その後のイベント 

3/08 ★笑恵館クラブ運営会議 

3/09 ★カプラー起業交流会（三茶） 

3/10 ★まつむら塾（笑恵館・予約制） 

3/11 ★チャレンジアシストプログラム合同報告会 

3/13-14 ★御宿グッドネイバーズ・起業相談会 

3/15 ★笑恵館なるほどデイ 無料説明会、年次総会、食事会 

3/25 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5. アクセスポイント：問い合わせ先 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 taku8823@ezweb.ne.jp 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

    http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 



https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


